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医療機関でのマスク・消毒液等の不足に関する緊急要望書 

 

貴職におかれましては、県民医療の確保のためご尽力しておられることに敬意を表します。 

私たちは、栃木県内の医師・歯科医師８１５名が加盟する団体で、県民・国民医療の向上に

向けて活動しております。 

日本国内でのＣＯＶＩＤ-19 の感染拡大により、マスクが入手できない事態が続いており、

医療機関でもマスクや手指等消毒液などが不足しています。当協会では、ＦＡＸ登録のある会

員６７２名に「マスク等の供給状況緊急アンケート」を実施したところ、短期間のアンケート

にも関わらず２８６名（回収率４２％）より回答がありました。 

マスクが現在足りない医療機関は医科２２％（４１件）、歯科１２％（１２件）、手指等消毒

液が足りない医療機関は医科３０％（５５件）、歯科１９％（１９件）でした。「現在は足りて

いるが、在庫が不足する」と回答した医療機関と合わせると８割超になることが判明しました。 

安心安全の医療を提供するためにはマスクや消毒液等は不可欠です。地域医療を守るために

も医療従事者への感染防止は最も重要です。個人防具全般が不足しており、アンケート結果か

らもわかるように、「医材の安定供給がなければ診療が続けられない」との医療現場の声は切

実です。 

ＣＯＶＩＤ-19 の感染対策のため、また安心安全の医療提供を行うためにも、引き続き対応

していただくよう要望します。 

 

 

 

【要望項目】 

１. 医療機関に対し、診療に必要なマスクおよび消毒用エタノールを早急に供給すること。 

２. 栃木県内の全ての医療機関（医師会、歯科医師会非会員の医療機関を含む）に対して、マス

クなどを等しく配布すること。 

 


